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アスファルト舗装工 A=115.34m2

舗装版破砕A=70.06m2(斜線部cad計測)
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湯の又林道災害復旧工事
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被災番号  　1   -    0.2 km地点
図　　　名

署　　　名

名　　　称

縮　　　尺

構 造 図 (1/11)

1:50

湯の又林道災害復旧工事

東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

ＥＰＳ工法展開図 s=1:50
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550.82

551.14

上部床版延長

区間距離

施工延長

中間床版延長

プレキャスト防護柵工

547.45

549.10

548.45

550.35

プレキャスト防護柵工

調整コンクリート
（A= 4.71 m2）

コンクリート上部床版

コンクリート中間床版
（t=150）

（t=150）

敷砂（t=20）

砕石（t=150）

基礎延長
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7
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(1)
(2)

(3)

(5)

目地材
（調整Co）
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541.65

5.
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61

16
,1
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6
9
3

（A= 104.75 m2）
保護壁面材（t=12）
EPSブロック一体型

排水管（φ100）
有孔管（φ100）

(4)

（特記事項）

・EPS掘削背面には土圧が作用しないものとし，地山全体に対しても安定である

  ものとする。

・床版段差部において、地覆工・コンクリート床版に目地を設けないこと。

・コンクリート壁前面を、浸食防止のため50cm程度以上埋め戻しておくこと。

・EDO-EPSブロック同等品以上を使用すること。

・水平力抑止工については、現地にて土質条件を確認の上、再度照査，確認を行うこと。

・切土補強土工については、現地にて土質条件を確認の上、照査を行うこと。

・現地にて地盤反力度についての確認を行い問題無いことの確認を行うこと。

a,
a'
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湯の又林道災害復旧工事
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湯の又林道災害復旧工事

東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

被災番号  　1   -    0.2 km地点

17
+3.16

DL=545.0

1500 2000
3500300

床掘(S1)= 13.5

埋戻し= 0.5

14
+4.27

DL=545.0

1500 2000
3500300

床掘(S1)= 8.7

埋戻し= 0.3

16
+3.16

DL=545.0

1500 2000
3500300

床掘(S1)= 13.0

埋戻し= 0.4

16'
+3.16

DL=545.0

1500 2000
3500300

床掘(S1)= 9.9

埋戻し= 0.2

300

300

300

300

床盤砕石断面= 2.2

床盤砕石断面= 1.4

床盤砕石断面= 1.7 床盤砕石断面= 1.3



図　　　名

署　　　名

名　　　称

縮　　　尺

構 造 図 (4/11)

1:200

湯の又林道災害復旧工事

東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署
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壁面一体型EPSブロック

ＥＰＳブロック

ＥＰＳブロック

壁面一体型EPSブロック

ＥＰＳブロック

φ9、L=900

壁面一体型EPSブロック

L型ﾋﾟﾝ

ＥＰＳブロック
軽量壁面材

壁面一体型EPSブロック

（σck=24N/mm ）

コンクリート床版鉄筋金網（D13-150×150）
2

（t=10mm）
目地材（樹脂系11倍）

φ9、L=300Ｉ型ﾋﾟﾝ

目地材

目地材

背面プレート

ズレ防止板

敷砂（t=20mm）

基礎砕石（t=150mm）

目地材

目地材

目地材

目地材
鉄筋金網（D13-150×150）

（σck=24N/mm ）

コンクリート床版
2

（t=10mm）
目地材（樹脂系11倍）

プレキャスト防護柵基礎

調整コンクリート

（t=20mm）
敷モルタル（1：3）

250×250 （t=10mm）

吸出し防止材

排水管（φ50）@4.0m

（σck=18N/mm ）2

天端、基礎詳細図

繊維補強軽量セメント板取り付け詳細図

S=1:30

S=1:30地下横断排水管詳細図

壁面一体型

無機系樹脂繊維補強板

目地材

EPSブロック

背面プレート

ズレ防止板

側面図 正面図

ＥＰＳブロック

モルタル充填（1：3）

EPSブロック
壁面一体型

排水管φ100　@4.0m（標準）

（暗きょ排水管 波状管 無孔）

EPSブロック
壁面一体型

モルタル充填（1：3）

（t=10mm）
透水（土木）シート（不織布）

裏込砕石（RC-40）

間詰めＥＰＳブロック

※ＥＤＯ-ＥＰＳブロック同等品以上を使用すること。

※ＥＰＳ背面の排水工は、透水シート（t=10mm）を敷いた後に、裏込砕石を設置すること。

注意事項

排水管φ100　@4.0m（標準）

（暗きょ排水管 波状管 無孔）

地下排水管　有孔管φ100
（暗きょ排水管 波状菅 有孔）

図　　　名

署　　　名

名　　　称

縮　　　尺

東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

構 造 図 (5/11)

図示

湯の又林道災害復旧工事



図　　　名

署　　　名

名　　　称

縮　　　尺

被災番号  　1   -    0.2 km地点
東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

構 造 図 (6/11)

図示

湯の又林道災害復旧工事

S=1:200ＥＰＳブロック標準設置図
（緊結金具設置図参考図）

ＳＴ-2ＳＴ-1

※ ＥＤＯ-ＥＰＳブロック同等品以上を使用すること。
緊結金具

ＳＴ-1とＳＴ-2を１段毎に交互に積み重ねることにより※
Ｌ型ピン、Ｉ型ピン

壁面一体型EPSブロック

一般ブロック

ブロック交互の目地をずらす。

軽量壁面材（t=12） 軽量壁面材（t=12）

(
1
0
0
0
)

(
1
0
0
0
)

(
1
0
0
0
)

(
1
0
0
0
)

S=1：10緊結金具

両 爪 型片 爪 型

2ヶ 2m×1m×0.5m

ブロックサイズ

EPSブロック 1?当り

条　　件

降伏点 引張強さ
N/mm 2

400 以上

N/mm

設置数

個　数

2

AZ150
SGLC

（3点平均付着量150g/m ）

記　号 亜鉛の最小付着量

品質と形状

構造用

種　類

295 以上

※積算上はロス込みで 2.3 ヶとなる。

2

ＥＰＳブロック寸法図 S=1:100

材料物性

一般ブロック

EPSブロック
D-20 DX-24H

EPSブロック

kN/m

D-20

圧縮強度(10％ひずみ)

単位体積重量

種　別

以上
２

DX-24H

50

kN/m
３

0.20 kN/m
３

0.24

kN/m 以上
２

100



壁面目地工詳細図

S=1:50壁面目地工設置図

横目地縦目地

断面図

正面図

横目地縦目地

長さ1000㎜
横目地材(AES樹脂)

長さ500㎜
縦目地材(AES樹脂)

横目地材(ダブル仕様)

コンクリート床版工(t=150mm)

軽量壁面材（t=12mm）

横目地材(シングル仕様)

縦目地材

コンクリート床版工

一般部

S=1:20

段差部

※伸縮目地は20mに1箇所を標準とする

※施工状況に応じて現場で鉄筋を組んでも良い 

鉄筋金網（D13-150×150）

コンクリ－ト（σck=24N/mm ）２

鉄筋金網（D13-150×150）

コンクリ－ト（σck=24N/mm ）２

S=1:2

S=1:20

図　　　名

署　　　名

名　　　称

縮　　　尺

東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

構 造 図 (7/11)

図示

湯の又林道災害復旧工事

S=1:100壁面一体型ＥＰＳブロック定形品姿図

軽量壁面材（t=12）

軽量壁面材（t=12）

EPSブロック

軽量壁面材（t=12）

EPSブロック

EPSブロック

ガイドピンφ9　L=450mm ガイドピンφ9　L=450mm

ガイドピンφ9　L=450mm

S=1:20Ｌ型ピン

φ9
L=900

L=300
φ9

Ｉ型ピン S=1:20

L=450
φ9

ガイドピン S=1:10
（SWM-B仕上げ）

（溶融亜鉛メッキ HDZ55(550g/m2)） （溶融亜鉛メッキ HDZ55(550g/m2)）



ＡＳ３４５メッキボルト標準施工図
（Ｄ２５）

先端キャップ ＡＳメッキコマナット ＡＳメッキカップラ－ チョウチンスペーサー

メッキ付角座金 メッキ付ベルワッシャ－ ベルキャップ ベルシ－ス

部材詳細図（Ｄ２５）

ベルシース ＡＳ345メッキボルト 先端キャップ

チョウチンスペーサー ＡＳメッキカップラー グラウト

ベルキャップ

ＡＳメッキコマナット

メッキ付ベルワッシャー

メッキ付角座金

防錆材

図　　　名

署　　　名

名　　　称

縮　　　尺

東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

構 造 図 (8/11)

1:10

湯の又林道災害復旧工事



本数

2

5

4

D16

D13

D13

1

符号

D16

（１ヶ所当り）

摘　要

8－D13 ×  8604

Ｂ

Ａ－Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ－Ｂ

アンカー 定着ブロック配筋図

アンカー（永久）概要図
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湯の又林道災害復旧工事

被災番号  　1   -    0.2 km地点
東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署

鉄筋コンクリートU型側溝(落蓋型)　300A　【 1：50 】
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湯の又林道災害復旧工事

被災番号  　1   -    0.2 km地点
東北森林管理局 秋田森林管理署 湯沢支署
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